
アルブミン製剤及び免疫グロブリン製剤の国内自給の推進に向けた具体的方策

についてのワーキンググル-プからの提案

1.主として医療における使用者側での方策一

くり アルブミン製剤の適正使用の-層の推進

.ガイドラインの全国的な普及啓発

lアルブミンの適正使用を含めた輸血管理料の昔及啓発

ー遺伝子組換え製剤に関する医療関係者ヘの情報提供

く2J医療関係者に対する献血由来製剤の意義.国内自給の理念の啓発

.使用量予測と供給可能量の試算

.事例の収集等を通じた輸血管理料の普及啓発

.国内献血由来製晶使用医療機関の調査

l医療機閤における組織的な取組みく血液製剤の理解の促進等I

l合同輸血療法委員会く都道府県単位lを活用した地域毎の取組み

.関係学会における国内献血由来製晶の理解促進等の活動

く31患者ヘの情報提供の充実

.インフオ-ムドコンセントの取得に際しての説明内容等のエ夫

-献血由来の血液製剤についての医療関係者による患者ヘのわかりやす
い情報提供

2.主として医療に提供する製造者側での方策

くり 国内献血由来原料血渠を使用した生産の増大

I国内献血由来製品の規格く例こアルブミンの等張製剤lの品揃え

.達産晶を含めた各種製剤の収率アツプlコストダウン,コスト分散l
国内未便用分の外国での利用による生産性と収益性の向上

.免疫グロブリン製剤の効能追加等を通じたl連産晶であるアルブミン
製剤との収益性の向上

J遺伝子組換え製剤の導入による血渠由来連産晶間のバランス適正化

.国内企業による技術導入,受託製造等による国内生産品の開発

ー外国事業者による国内献血由来原料血渠を便用した生産く外国事業者
が園内に製造施設を持つ場合へ 又は.外国事業者が国外の製造施設を
利用して-旦輸出された国内原料血渠を使用して製造し製晶を再輸入
する場合1

-外国事業者から国内事業者ヘの技術移転.技術協力 くアライアンスl
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